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る場面があります。利用者の暮らす家が変わっても、一人ひとりの個性や生活習
慣、自由を大切にした生活のために、さらなる取り組みとして、今年度の職員会議
での話し合いから、事業所の理念、介護姿勢に基づいた職員一人ひとりのケア目標
を立てています。理念とともに玄関など目のつく場所に掲示し、実践につなげてい
ます。
＜工夫点＞
事業所は、利用者を支える家族に対しても、毎月発行の「そよかぜ」は利用者の様
子のほか、それぞれの家族を気遣う手書きのコメントを添えています。家族が書い
た事業所への「ありがとうカード」がかながわ感動介護大賞の感動推奨事例で取り
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◆法人が綜合病院の為、医療面でのサポートが受けやすい。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 ○ 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム　そよ風

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホーム　そよ風.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

職員・関係者が目につく事務所、玄関
に理念を掲示し、職員が常に理念を確
認できるようにしている。職員一人ひ
とりが今年の介護目標を立て努力して
いる。

今年度４月、職員会議での話し合いか
ら、事業所の理念、介護姿勢に基づい
た職員一人ひとりのケア目標を立てて
います。理念とともに玄関など目のつ
く場所に掲示し、実践につなげていま
す。２７年度末には、目標の達成度な
ど振り返る予定となっています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

毎日の買い物は、出来るだけ町内の商
店を利用するよう心がけている。商店
の方々も、入所者、ホームを温かく見
守ってくれている。　ご近所の方から
の差し入れも多く、ホームからは利用
者さんと育てた胡瓜、ゴーヤなどをお
返ししている。

利用者の多くが地元の人なので、近く
の商店や地域の人々とは、挨拶や買い
物、差し入れのお返しなど当たり前の
ご近所付き合いがあります。自治会と
の関係も良好で、町内の祭りや敬老会
に参加しています。愛児園主催の芋煮
会での交流も続いています。

　ご近所で相談にみえたり、見学にい
らしたご家族には、認知症について、
又介護方法についてお話しさせていた
だいている。

地域推進会議には、民生委員、地域包
括支援センター、ご家族、地域の方、
利用者様に出席していただき、ホーム
の運営状況や現状について伝えてい
る。サービス内容についてもアドバイ
スいただくことが多い。

運営推進会議は２ヶ月に１度定期的に
開催しています。出席者は家族や民生
委員、地域包括支援センター職員のほ
か、退去者家族がメンバーとして協力
しています。玄関の施錠について、出
席者から様々な立場での意見やアドバ
イスが出ています。

市・県の主催する研修会に積極的に参
加している。生活保護を受けている方
もおり、市と年数回面談している。

運営推進会議に区の職員の出席はあり
ませんが、議事録を窓口に持参し報告
しています。利用者の担当ケースワー
カーとは、年２回の訪問のほか随時連
絡をとっています。連携を深めるた
め、区のグループホーム連絡会立ち上
げの検討が始まっています。
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グループホーム　そよ風.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

「身体拘束は行わない」事を、職員間
で研修・ミーティングを通して確認で
きている。　拘束しないぶん職員は目
配り、気配りを怠っていない。玄関の
施錠については、玄関前を車が通るた
め交通事故の危険があり施錠すること
もある。

身体拘束ゼロへの手引きがあり、事業
所の内部研修で、身体拘束をしないケ
アについて学んでいます。職員は利用
者に背を向けない動線を確保するよう
に努めながら、利用者の自由な行動を
見守っています。利用者の安全確保を
最優先に、玄関を施錠する場合があり
ます。

研修・ミーティングで虐待について学
び、職員間で虐待についての共通認識
をもって介護をしている。

入居者は必要に応じて、安心センター
や後見人を利用している。

入居時ご家族に契約書に沿って説明
し、同意を戴いている。

ご家族の面会時、管理者、職員と話す
機会を取っている。
運営会議には利用者、ご家族にも参加
いただき、意見を伺っている。

意見箱と面会時、誕生日会といった行
事参加や運営推進会議、外部評価受審
時の家族アンケートなど意見要望を聞
く機会を設けています。毎月発行の
「そよかぜ」は利用者の様子のほか、
それぞれの家族を気遣う手書きのコメ
ントを添えています。

株式会社フィールズ



グループホーム　そよ風.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

職員会議、朝夕のミーティングの中で
スッタフの意見を聞き、反映させてい
る。
又、職員会議で職員の提案を受けてい
る。

隔月開催の職員会議は、夜勤者を除く
職員全員が参加しています。業務改善
提案は、朝夕２回の申し送り時や、職
員が直接管理者に提案することもあり
ます。設置法人として、職員の「自己
申告書」の提出あり、異動や勤務体制
の参考にしています。

勤務日、有給等、前月に希望を取り極
力職員の希望に沿った勤務体制をとっ
ている。職員が話しやすい、協力体制
を作れる環境を心がけている。

内部研修、外部研修に職員が参加でき
るように、声かえするように心がけて
いる。

金沢区内のグループホーム連絡会や研
修会に参加、交流を深めている。法人
内他施設の管理者と会議勉強会を通
し、情報交換を行っている。

職員全員でご本人の話をよく聞き、不
穏な行動も何故そうするかを、職員間
で話し合い理解するよう努めている。
ホームの中で、ご本人の居場所や役割
を見つけるよう心掛けている。

株式会社フィールズ



グループホーム　そよ風.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

入所に至る経緯を伺い、ご家族のお気
持ちにまず寄り添うよう心掛けてい
る。必要に応じて在宅時のケアマネ等
関係者からお話を伺うようにしてい
る。入所することでご家族が、罪悪感
を持たれないようお話しさせていただ
いている。

ご本人・ご家族と話し合い、ご家族・
ご本人の不安な事、要望について出来
るだけ具体的な対応をするように心掛
けている。

掃除、食器の片づけ、洗濯物干し・畳
み等、利用者が出来ることは行って戴
いている。利用者さんのユーモアがあ
る会話、行動で職員は和まされ、勇気
付られることもあります。

ご家族には出来るだけ面会に来ていた
だくようお願いしている。　現在、毎
日来てくださっているご家族が２家族
いらっしゃる。お誕生会にご家族をご
招待したり、隔月のおたよりでホーム
の様子、ご本人の様子をお伝えしてい
る。

ご近所から入所された方も多く、友
人、知人が訪ねて来やすい雰囲気作り
を心がけている。散歩の時や外出時に
は、入居者さんの馴染みの場所を歩く
ことも多い。

家族や友人、知人の面会時は茶菓でも
てなし、ゆっくり談笑してもらってい
ます。面会に来ることを日課にしてい
る家族もあり、昼食を提供することも
あります。家族の安否確認を近隣の人
に依頼できる関係性も築いています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

入居者さん同士の関係は職員が把握
し、クッション役も取っている。入居
者さん同士は、それぞれに労り合う場
面も見られ概ね、良好な人間関係が築
けている。それぞれのお部屋を行き来
し、交流を楽しんでいる。

契約終了も、必要に応じて様々な相談
に応じている。必要な手続きについて
もフォローしている。契約終了後も、
地域推進会議にも参加してくれている
ご家族もある。

入居者一人の思いを、食後やおやつの
時間にお聞きし、対応している。
　

利用者と職員は何でも言い合える雰囲
気があります。リビングでの何気ない
やりとりや入浴でリラックスした折
に、利用者の本音を引き出すこともあ
ります。疎外感を感じることのない対
応と、得意なことで頑張ってもらうな
ど、申し送りで共有しています。

馴染みの家具を持ってきていただく
等、ご本人が落ち着ける環境つくりを
心がけている。ご本人の行動や習慣を
大切に考えながら、より安心できる生
活の場を作るように心がけている

朝夕の申し送りを受け、入居者さんの
心身の状況を把握し、職員間で状態を
共有する。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

職員会議で定期的にカンファレンスを
行いる。ご家族とは、来所の際に面談
を行いご家族の要望等お聞きしてい
る。

利用者と家族の意向を踏まえ、利用者
の現状に則したケアプランを作成して
います。「課題整理総括表」をアセス
メントに活用していくことを、職員会
議で話し合っています。退院後など、
大きな状況変化があった場合は、期間
に拘わらず見直し変更しています。

介護記録に日々の様子を記録してい
る。朝夕のミーティングで確認したこ
と等を申し送りとして記録している。

ご家族によっては、残された夫(妻）が
一人暮らしとなってしまうため、夫の
安否確認を行っているケースもある。
又、昼食（実費）を提供することもあ
る。場合によっては、必要な機関につ
なげている。

町内会、地域包括支援センター等を活
用し入居者さんの生活がより豊かな物
となるように努めている。

入居者さん、ご家族の希望に沿ってか
かりつけ医を決め、定期的な受診を
行っている。

事業所の協力医療機関のほか、利用者
が決めたかかりつけ医に受診していま
す。受診には管理者が付き添っていま
す。協力医療機関の訪問診療を受ける
ことも可能となっています。訪問看護
師とは２４時間の対応が可能で、適宜
アドバイスを得ています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

訪問看護ステーションと医療連携を
行って、入居者の健康管理に努めてい
る。又、法人が綜合病院の為必要時に
は法人に相談している。

入院した際には、ホームから病院に介
護サマリーをお渡ししている。入院中
は、医療スタッフから状況を細かく聞
き、退院後の生活がスムーズにスター
トできるよう心掛けている。

看取りは、行っていない。本年度は、
６、７、８月と入居者の方がお亡くな
りになったが､看取りは病院となった。
重度化については、特養ホームをお勧
めしているが、今後、当ホームでも
看取りが出来るよう研鑽していきた
い。

入居時に「重度化した場合における対
応に係る指針」に基づいて説明してい
ます。重度化や終末期と判断した場合
は、かかりつけ医と連携を図り、家族
との話し合いを密にして、方針を共有
しながら利用者にとって最善の退所先
の決定まで支援を続けています。

事業所として、今後の方針や
ケアについて、話し合いや勉
強会を通して、研鑚を積まれ
ることが期待されます。

利用者の急変や事故については、職員
全員が初期対応、緊急連絡が出来るよ
うに定期的に確認している。今年度も
昨年同様に急変がたび重なったが、素
早く対応が出来ていた。

災害・火災時の訓練は年２回、行って
いる。

年に２回、夜間想定を含む避難訓練を
行っています。１回は運営推進会議時
に訓練を行い、参加者の協力を得てい
ます。津波に関しては、事業所の２階
に避難することとしています。「防災
備蓄一覧表」で食品、備品の保管管理
をしています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

馴染みの関係を大切にし、親近感のあ
る対応を心がけながらも、年配者とし
ての誇りやプライバシーを損なうこと
が無いように、職員は言葉遣いや対応
を行っている。

職員会議で接遇に関する「グループ
ホームそよ風の１０箇条」の読み合わ
せをしています。さらに、職員間で、
利用者との関係性が過剰になり過ぎな
いように確認し合い、人格の尊重とプ
ライバシーの確保を図っています。

お一人おひとりのペースを大切にして
いる。職員は利用者さんが、出来るだ
け自力で日常の活動が行えるように、
見守り、待つことを基本としている。
必要に応じて、声掛けを行っている。

入居者さんお一人おひとりが自分の思
いや悩み事を、話すことができるよう
な雰囲気作りを心がけている。そうし
た中で、入居者さんが様々なことを自
己決定できるように働きかけている。

入居者さん自身の好みを大切にしなが
ら、季節に合った服装いが出来るよう
に声掛けし、その方らしい装い、清潔
な身だしなみが出来るように支援して
いる。

入居者さんの嗜好、好みは日常の会話
の中からキャッチしている。今、食べ
たい物を伺い献立に生かすこともあ
る。調理は職員が行うが、片づけは利
用者さんにもお願いする。

メニューは隔週で担当職員がカロリー
計算も考えて作成しています。利用者
の嫌いな食べ物があれば、代替の食材
を工夫して提供しています。利用者手
製の漬物も食卓に上っています。誕生
日やクリスマスなどの行事食も提供し
ています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

食事の形態、摂取量は個々の状況に応
じて対応している。水分は、一日１ℓを
基準として、食事前後のお茶、１０
時、３時、散歩・体操の後など身体を
動かしたタイミングで飲んで戴いてい
る。

食後は必ず口腔ケアを行って戴くよ
う、声掛け・促しを行っている。自力
で出来ない方には、介助を行ってい
る。

入居者個々の排泄記録を取っており、
必要に応じて、トイレ誘導を行ってい
る。日中はほとんど全員が、トイレ度
の排泄が出来ている。

排泄チェック表で一人ひとりの排泄パ
ターンを把握しています。ドアに分か
り易くトイレマークを貼ったり、居室
にポータブルトイレを置くなど排泄を
可能にするための工夫をを行い、自立
に向けた支援をしています。

水分摂取を心がけ、繊維質が取れるよ
うに、野菜中心の献立を心がけてい
る。又、お薬も適時利用して排便が習
慣付くように対応している。

基本的には一日おきの入浴となってい
る。必要に応じて入浴の回数を増やし
たり、ご本人の希望や行事によっては
減ることもあり、柔軟に対応してい
る。　お湯の温度が４２度でも温いと
いう方がおり、浴槽に２度入っていた
だく等の工夫もしている。しょうぶ
湯、ゆず湯等の行事湯も楽しんでい
る。

入浴は１日おきで、天候に応じて午
前、午後と臨機応変に対応していま
す。介護度の高い利用者もリフトで安
全に入浴しています。時には入浴の順
番をくじ引きで決めることもありま
す。湯はかけ流しにして贅沢な気分を
味わっています。温泉の入浴剤使用や
菖蒲、ゆずなどの季節の湯も楽しんで
います。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

入居者お一人おひとりの睡眠パターン
を把握し、深夜に起きてしまうことが
あっても、ご本人が安心して過ごせる
ように対応している。

服薬は職員が管理し、職員全員が各入
居者さんの薬について種類・使用目的
を理解している。（カンファレンス・
ミーティングで確認）

家事、園芸、手仕事など其々の入居者
さんが興味を持てること、出来る事を
日常の中で見つけ、行ってもらってい
る。地域で行われるコンサートやイベ
ントに参加することも楽しんでいる。
車を利用しての外出も年に数回行って
いる。

毎日散歩することを日課としている。
近所での買い物を入居者の方と楽しむ
ように心がけている。ご家族にも、入
居者の方と旅行やお食事に行かれるこ
とをお勧めしている。

天気が良い日には、近所の寺への散歩
や日用品の買い物に出掛けています。
花見やばら園鑑賞といった季節の外出
を行っています。家族の協力を得て、
外食や旅行に行く利用者もいます。

家族、関係者との相談により、本人の
希望があれば現金を持っていただいて
いるが、物取られ妄想に繋がることも
ある。外出時は、少額の現金をお預か
りしており、自由にご自分で使えるこ
とを伝えている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

希望があれば、いつでも電話が出来る
ようにしている。外部からの電話の取
り次ぎも行っている。中には、携帯電
話でご家族と連絡を取り合っている方
もいる。手紙についても自由に出せる
ようにお手伝いしている。

入居者さんと一緒に季節感のある飾り
物や、季節の花をテーブルに飾ったり
して、穏やかに楽しく過ごすことが出
来る環境つくりを心がけている。食事
の時間等、邪魔にならない程度に、オ
ルゴールなどの音楽を流している。

リビングのテーブルは、大小組み合わ
せ、席は利用者の関係性に配慮してい
ます。壁には、クリスマスなどの季節
感がある飾り付けをしています。オル
ゴールの曲が流れていて、居心地良く
過ごせるよう工夫しています。

歩行が可能な方には、２階の居室を利
用していただき、日に最低３回（食事
の為）は、階段を上がり下がりして頂
いている。

玄関にはベンチを設置、一人になりた
い方は、そこで過ごすこともある。気
が合う方は、それぞれのお部屋を行き
来している。

居室は、ご本人の馴染みの家具を等を
可能な範囲で持ち込んで戴いている。
入居者の希望に沿った部屋つくりを心
がけている。

居室はエアコンやソファー、クロー
ゼット、洗面台を備えています。利用
者は仏壇やタンス、トロフィー、手作
りの刺繍のれんなど、馴染みのものを
部屋に置いています。清掃や整理整頓
などは職員が支援しています。
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